
　

学
会
の
臨
時
休
診
日
を
利
用
し
て
診
療
室
の

一
部
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
診
療
室
を
拡
げ
ユ

ニ
ッ
ト
を
一
台
増
や
し
た
た
め
、
待
合
室
と
パ

ウ
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー
が
窮
屈
に
な
り
ま
し
た
が
、

予
約
の
枠
が
増
え
た
こ
と
で
少
し
は
ご
迷
惑
が

解
消
さ
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

ビ
ル
の
５
階
か
ら
こ
こ
に
移
転
し
て
２
年
目

に
し
て
の
改
修
で
す
が
、
こ
の
分
で
行
く
と
５

年
後
に
は
さ
ら
な
る
改
修
か
、
よ
り
広
い
場
所

を
求
め
て
移
転
先
を
探
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 ひるまだより

【ひるま矯正歯科】立川市曙町2-9-1 菊屋ビルディング2F
TEL:042-526-3376 URL:h t t p : / / www . h i r um a . o r . j p /

医療法人

　

唾
液
中
に
歯
周
病
菌
が
存
在
し
た
健
康
な
成

人
男
性
18
名
を
対
象
に
、
コ
コ
ア
飲
料
を
用
い

た
臨
床
試
験
を
７
日
毎
の
唾
液
採
取
と
７
、14
、

21
日
後
の
口
臭
測
定
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

行
な
っ
た
。
試
験
に
用
い
た
コ
コ
ア
飲
料
の
成

分
は（
１
回
分
100
ml
当
り
）純
コ
コ
ア
８
ｇ
で
、

こ
れ
を
朝
昼
晩
の
食
後
に
飲
用
し
、飲
用
後
１

時
間
は
う
が
い
や
歯
磨
き
を
避
け
さ
せ
た
。そ

の
結
果
、コ
コ
ア
飲
用
後
に
は
唾
液
中
の
総
菌

数
に
対
す
る
３
種
の
歯
周
病
原
菌
は
、い
ず
れ
も

統
計
学
的
に
有
意
な
差
で
減
少
し
た
。

　

ま
た
18
名
中
、主
な
口
臭
原
因
物
質（
揮
発
性

硫
黄
化
合
物
類
）の
数
値
が
高
い
８
名
に
、コ
コ

ア
飲
用
前
、２
週
間
飲
用
後
、飲
用
中
止
１
週
間

後
に
口
臭
を
測
定
し
た
結
果
、飲
用
直
後
は
す
べ

て
の
数
値
が
低
下
し
た
が
、
飲
用
中
止
１
週
間

後
に
は
飲
用
前
の
レ
ベ
ル
に
戻
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
試
験
結
果
か
ら
、
コ
コ
ア
が
歯
周

病
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
歯
周
病
が
原
因
で
生

じ
る
口
臭
の
抑
制
に
も
有
効
な
予
防
食
品
と
な

り
得
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（ 

了
）

鶴
見
大
学
歯
学
部
口
腔
細
菌
学
教
室
教
授
・
前
田
伸
子

2006.9 vol.11

＜今月の花＊コスモス＞

ホ と ひ と 息ッ
　横田基地の軍民共同使用が話題にな
っていますが、横田といえばかつて基
地で働くアメリカ人の矯正患者さんを
多く診たこともあって、基地の矯正医
とよく往き来したことなどを懐かしく
想い出します。毎週土曜の午前中は基
地からの患者さんで待合室は埋まった
ものです。その頃は必要に迫られて英
会話をよく勉強しましたが、患者さん
が英会話の良い先生でもありました。
　出っ歯のことを英語で通俗的にバッ
ク・ティース（buck teeth）といいま
すが、これは出っ歯が雄ジカ（buck）
の口元に似ていることに由来します。
バックスキンという革製品は雄ジカの
皮のことですが、日本ではその発音か
ら裏皮とよく誤解されます。裏皮をな
めした革はスエード（仏語）といいま
すが、back skinという単語は英和辞
典にはありません。
　さて、出っ歯はバック・ティース、
では受け口は何というでしょうか。

診
療
室
の
改
修

ご
あ
い
さ
つ

口
臭
予
防　

そ
の
３　
　
　
　
　
（D

ental Tribune  2
0
0
6
.1

　

V
ol.2

）

　

＊
こ
の
論
文
は
コ
コ
ア
が
持
つ
口
臭
抑
制
効
果
を
研
究
し
た
も
の
で
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
か
ら

のヒ ル マ ト キ オ

「
ト
ル
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
前
編　
昨
年
一
月
か
ら
治
療
を
開
始
し
た
当
院
ス
タ
ッ
フ
の
治
療
の
様

子
を
経
過
と
と
も
に
解
説
入
り
で
掲
載
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
矯
正
治
療

アンテリアリトラクションによる前
歯の歯体移動

アンテリアリトラクションによる前
歯の傾斜移動

　

当
院
で
は
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
よ
り
良
い
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
日
々
努
力
し
て
い
る

つ
も
り
で
す
が
、
受
診
者
の
立
場
か
ら
す
れ

ば
至
ら
ぬ
点
に
気
づ
く
こ
と
も
多
々
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
当
院
へ
の
ご
要
望
や
ご
提
案

な
ど
、
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
是

非
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

ご
投
稿
は
、
携
帯
電
話
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
と
る
か
、
パ
ソ
コ
ン
で
左
記
ア
ド
レ
ス

か
ら
「
改
善
カ
ー
ド
」
の
ペ
ー
ジ
に
行
き
、

手
順
に
沿
っ
て
お
書
き
込
み
く
だ
さ
い
。

　

記
入
は
無
記
名
で
、
ご
投
稿
か
ら
個
人
を

特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
仕
組
み
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
た
だ
い
た
貴

重
な
ご
意
見
は
、

よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
質
の

向
上
に
役
立
て
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
パ
ソ
コ
ン
か
ら

　

h
ttp

://w
w

w
.h

iru
m

a.o
r.jp

/p
c/

▼
紙
面
の
都
合
上「
矯
正
豆
知
識
」は
休
載
し
ま
す

◆携帯電話から◆

　歯の移動には、歯体移動と傾斜移動に
分かれます。歯体移動では、歯が傾かず
並行に移動するため歯根先端部分の位置
も変化します。傾斜移動では、歯が傾い
て移動するため歯根先端部分の位置はあ
まり変化しません。
　アンテリアリトラクションでは、歯の
傾斜移動が起きやすくなるのでレクトア
ンギュラーワイヤーを用いて歯の傾斜移
動をおこさないようにするのです。
　レクトアンギュラーワイヤーは、断面
が角形になっており、このワイヤーをブ
ラケットのスロットにタイイングする事
で、ブラケットスロットを中心とした歯
根に対する回転力を与える事が可能です。

　トルクコントロールをしながら歯体移
動を行なうと反作用により大臼歯が近心
に移動しやすくなります。この様な状態
をアンカーが崩れる事からアンカーロス
と呼びます。
　そこで、この様なアンカーロスを引き
起こさないようにするために、アンカレッ
ジプレパレーションを行ないます。アン
カレッジプレパレーションでは、アンカー
ロスを引き起こしそうな歯を先に逆方向
へ傾斜、回転させておくのです。
 　私たちが行なっている矯正治療テクニッ
ク（エッジワイズ法）以前の矯正治療で
は、トルクに対するコントロールが不十
分なため咬合力が不安定になったり、後
戻りをした症例が多かったようです。
　治療後に後悔しないためにも、きちん
とトルクコントロールをした矯正治療を
受けましょう。

前歯を舌側に移動した反作用で大臼歯
が近心（前方）に回転しアンカーロス
した状態

アンカレッジプレパレーションによ
り大臼歯を遠心に傾斜させた状態

アンカレッジプレパレーションにより大
臼歯を遠心に回転させた状態

前歯を舌側に移動した反作用で大臼
歯が近心（前方）に傾斜しアンカー
ロスした状態

～歯体移動（したいいどう）と傾斜移動（けいしゃいどう）～

～トルクコントロールを行なう時の問題点～

　

ト
ル
ク
と
は
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
ス
ロ
ッ
ト
を
回
転

軸
と
し
た
歯
の
回
転
を
示
し
ま
す
。
ト
ル
ク
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
「
レ
ク
ト
ア
ン
ギ
ュ
ラ
ー
ワ

イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
屈
曲
し
た

メ
イ
ン
ア
ー
チ
に
捻
じ
り
を

入
れ
歯
根
の
頬
（
唇
）
舌
的

な
傾
斜
を
任
意
に
調
整
す
る
事
」

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ブラケットスロット
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